
【教育目標】
・ 自ら考え正しく判断できる生徒
・ 心豊かで最後までやり抜く生徒
・ 健康で活力のある生徒

学校ホームページ
第 ８ 号 発行日：平成３０年９月１３日（木） 発行者 校長 梅田善幸

全国学力・学習状況調査結果について
７月３１日に、平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果が発表になりました。今年も４月１８日に

小学校６年生と中学校３年生を対象に行われ、今回は、国語、数学に加えて、理科の３科目について実施
されました。
本県の中学校については、国語と理科はおおむね全国平均ですが、数学は相変わらず全国平均をやや下

回っており、数学の学力向上が大きな課題です。県教委の見解は、様々な取組を通して、改善を図ってい
く努力を続けていく必要があるというものでした。
本校の結果については、以下の通りです。改善点すべき点は、多くあります。対策についても、まとめ

ました。一つ一つ対策を実行することを通して、向上を図っていきたいと思います。

調査結果
○国語Ａ（主として知識に関する問題）、国語Ｂ（主として活用に関する問題）ともに、全国平均を下
回っている

○数学Ａ（主として知識に関する問題）は、おおむね全国平均と同程度、数学Ｂ（主として活用に関す
る問題）は、全国平均を下回っている

○理科は、全国平均を下回っている
○生徒質問紙調査による成果と課題は以下の通りです。
成果が見られた項目
・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。
・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしま
すか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）。

・１、２年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機
会があったと思いますか。

課題が見られた項目
・家で自分で計画を立てて勉強していますか。
・家で学校の宿題をしていますか。
・家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において、教科書を使いながら学習していますか。
・今住んでいる地域の行事に参加していますか。

対策
○主体的に学習できる授業の実施

・生徒が学ぶ内容について興味関心を持ち、意欲的に取り組むことが理解の定着とさらなる学びへ
とつながっていきます。そこで、授業において、生徒の主体性を大事にして、自ら考え学ぶ場面
を重視し、教師主導の授業からの脱却を図ります。

○話し合いと発表の場の設定
・生徒は話し合いを通して、互いに学び合い成長していきます。そして、自分の考えを発表するこ
とによって、考えをまとめ整理することができます。そのような経験を通して、より深い学力を
培っていくことができます。

この地域は、高校入試について他地区のような厳しさがありません。安易に志望を下げたり、将来の
ことも考えた進路への意欲が不足しているように感じます。今、勉強することの必要性について深く考
え、自分の意志で勉強に取り組む姿勢を身につけることが必要です。

保護者・地域の皆さんへのお願い
○家庭学習について

・家庭学習時間の確保が肝心です。ご家庭でも、声かけをお願いします。部屋にこもって、ゲーム
に興じたり、スマホ・携帯によるライン、メール等に時間を取られていないかのチェックも必要
かと思います。

○地域行事等への参加
・とくに、震災後、地域行事等が少なくなった感はありますが、生徒が広く地域との結びつきを深
めることによって、社会性や幅広く知識の活用力を身につける機会を得ることができるのではな
いでしょうか。ボランティア活動、職場体験、福祉体験等、実際、生徒が外に出ての活動を大切
に意味あるものにしていきたいと考えます。


